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今
回
の
テ
ー
マ 

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
は
天
明
の
大
飢
饉
の
始
ま
り
の
年
。
大
雨
、
大
風
等
に
よ
る
水
害
と

い
う
非
常
事
態
に
、
輪
中
の
農
民
や
領
主
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
、
領
主
か
ら
の
免
定
、

村
々
か
ら
領
主
へ
の
訴
願
、
村
内
部
の
申
し
合
わ
せ
の
三
つ
か
ら
繙
き
ま
す
。 

 

花
村
家
と
本
郷
村
に
つ
い
て 

花
村
家
は
美
濃
国
羽
栗
郡
本
郷
村
（
現
羽
島
市
福
寿
町
本
郷
）
で
代
々
庄
屋
を
務
め
た
家
。
近

世
～
近
代
の
史
料
三
千
点
余
が
伝
来
。 

本
郷
村
は
長
良
川
、
木
曽
川
、
逆
川
に
囲
ま
れ
た
桑
原
輪
中
に
あ
り
、
尾
張
藩
重
臣
横
井
氏
の

領
地
。
尾
張
藩
の
郡
奉
行
、
代
官
の
支
配
を
受
け
た
。 

 

史
料
１ 

寅
秋
方
（
天
明
二
年
本
郷
村
免
定
） 

尾
張
藩
の
代
官
所
か
ら
本
郷
村
に
出
さ
れ
た
天
明
二
年
の
年
貢
の
通
知
書
。
こ
れ
を
受
け
て

庄
屋
ら
村
役
人
が
各
百
姓
に
年
貢
を
割
付
け
た
。
納
米
高
は
前
年
比
三
十
八
石
九
斗
の
軽
減
。 

【
語
句
の
解
説
】 

寅
秋
方
…
天
明
二
年
秋
に
出
す
免
定
（
め
ん
じ
ょ
う
）
の
こ
と
。 

免
定
…
領
主
か
ら
村
へ
交
付
さ
れ
た
年
貢
率
・
年
貢
高
の
決
定
通
知
。
毎
年
十
一
月
に
出
す
。
、 

高
…
石
高
。
こ
こ
で
は
本
郷
村
全
体
の
村
高
。 

定
引
（
じ
ょ
う
び
き
）
…
耕
作
不
能
の
箇
所
等
の
基
礎
控
除
分
。 

当
検
見
引
…
そ
の
年
の
検
見
（
け
み
。
豊
凶
検
査
）
に
基
づ
く
控
除
分
。 

取
米
（
と
り
ま
い
）
…
田
畑
の
貢
租
の
、
米
で
上
納
す
る
分
。 

砂
畑
…
水
害
等
に
よ
り
砂
の
入
っ
た
畑
。 

砂
下
々
畑
…
砂
の
入
っ
た
等
級
の
低
い
（
生
産
力
の
低
い
）
畑
。 

高
免
三
ツ
八
分
弐
厘
九
毛
…
村
高
に
対
す
る
年
貢
率
。
三
ツ
は
三
割
。 

七
升
物
…
七
升
口
米
（
く
ち
ま
い
）
。
年
貢
を
納
め
る
際
の
雑
費
等
、
一
石
当
り
七
升
を
課
す
。 

寺
江
被
下
…
村
の
寺
へ
の
支
給
分
。 

善
六
江
被
下
…
庄
屋
へ
の
支
給
分
。 

免
相
（
め
ん
あ
い
）
…
貢
租
率
な
い
し
貢
租
額
。 

立
合
…
立
会
。
後
日
の
証
拠
の
た
め
、
そ
の
場
に
出
席
す
る
こ
と
。 

以
来
…
今
後
。
以
後
。 

申
分
…
言
い
分
。
不
満
。 

無
高
下
（
こ
う
げ
な
く
）
…
高
い
低
い
な
く
、
公
正
に
。 

令
割
符
（
わ
り
ふ
せ
し
め
）
…
各
百
姓
に
（
免
を
）
割
付
け
、
負
担
さ
せ
。 

極
月
…
十
二
月
の
異
称
。 

水
谷
七
兵
衛
ほ
か
三
人
…
差
出
人
。
尾
張
藩
の
役
人
。 

右
村
庄
屋
ほ
か
…
宛
先
。
本
郷
村
の
庄
屋
・
組
頭
・
惣
百
姓
。
差
出
人
よ
り
位
置
が
低
い
。 
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史
料
２ 

御
納
戸
御
年
賦
金
差
延
に
付
願
書 

「
天
明
二
年
諸
事
書
上
ヶ
控
并
留
書
共
」
よ
り 

天
明
二
年
の
本
郷
村
『
諸
事
書
上
ヶ
控
并
留
書
共
』
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
横
井
氏
を

領
主
と
す
る
五
ヶ
村
が
、
水
入
村
と
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
御
納
戸
御
年
賦
金
の
差
延
べ
（
延

期
）
を
願
い
出
た
文
書
の
写
し
。
五
ヵ
村
は
、
九
月
に
水
害
を
理
由
に
定
免
で
な
く
検
見
を
願

い
出
、
十
一
月
に
は
御
納
戸
年
賦
金
の
差
延
べ
を
再
度
願
い
出
る
な
ど
、
利
害
の
一
致
す
る
事

柄
に
つ
い
て
共
同
し
て
行
動
し
て
い
る
。
花
村
家
文
書
に
は
数
十
年
分
の
『
諸
事
書
上
』
が
残

っ
て
い
る
。
文
書
や
記
録
の
作
成
・
保
管
も
庄
屋
の
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。 

【
語
句
の
解
説
】 

乍
恐
（
お
そ
れ
な
が
ら
）
…
恐
縮
で
す
が
。
領
主
宛
文
書
の
書
き
出
し
の
常
套
句
。 

船
橋
村
・
本
郷
村
・
間
島
村
・
狐
穴
村
・
飯
柄
村
…
い
ず
れ
も
尾
張
藩
家
臣
横
井
氏
の
領
地
。

船
橋
・
狐
穴
・
飯
柄
の
三
村
は
中
島
郡
、
本
郷
村
・
間
島
村
は
羽
栗
郡
。
船
橋
・
本
郷
・
間
島

の
三
村
は
桑
原
輪
中
（
羽
島
市
中
・
南
部
）
、
狐
穴
村
・
飯
柄
村
は
大
浦
輪
中
（
羽
島
市
北
東

部
。
足
近
輪
中
と
も
）
に
属
す
。 

～
の
義
…
儀
に
同
じ
。
こ
と
が
ら
。
わ
け
。 

皆
無
…
少
し
も
な
い
こ
と
。 

立
毛
（
た
ち
げ
）
…
田
畑
の
農
作
物
で
、
収
穫
前
の
も
の
を
い
う
。 

損
亡
（
そ
ん
も
う
）
…
利
を
失
う
こ
と
。
損
失
。 

扨
（
さ
て
）
…
そ
れ
か
ら
。
と
こ
ろ
で
。 

何
国
も
大
凶
年
ニ
御
座
候
由
…
ど
こ
の
国
も
大
凶
年
と
の
こ
と
。
由
は
事
情
。
次
第
。 

至
而
（
い
た
っ
て
）
…
甚
だ
。
き
わ
め
て
。
非
常
に
。 

当
時
…
現
在
。
た
だ
い
ま
。 

夫
食
（
ぶ
じ
き
）
…
農
民
の
食
糧
。 

仕
合
（
し
あ
わ
せ
）
…
な
り
ゆ
き
。
始
末
。 

御
納
戸
（
お
な
ん
ど
）
…
御
納
戸
役
。
御
納
戸
方
。
身
分
の
高
い
人
の
衣
服
や
調
度
を
管
理
し

た
役
人
。
村
に
対
す
る
貸
付
を
取
り
扱
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

年
賦
金
（
ね
ん
ぷ
き
ん
）
…
返
済
金
額
を
年
額
い
く
ら
と
割
り
当
て
た
も
の
。 

必
至
（
ひ
っ
し
）
…
必
ず
そ
う
な
る
こ
と
。
そ
う
な
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
。 

候
間
（
そ
う
ろ
う
あ
い
だ
）
…
～
で
あ
る
の
で
。 

差
延
（
さ
し
の
べ
）
…
あ
る
方
向
に
延
ば
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
延
期
の
意
。 

被
成
下
候
様
（
な
し
く
だ
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
う
）
…
～
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
。 

御
憐
愍
御
慈
悲
…
（
領
主
か
ら
の
）
あ
わ
れ
み
。
い
つ
く
し
み
。
歎
願
書
の
常
套
句
。 

牛
田
源
之
進
…
宛
名
。
御
納
戸
方
年
賦
金
に
係
る
役
人
と
思
わ
れ
る
。 
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史
料
３ 

本
郷
村 

覚 

「
天
明
二
年
諸
事
書
上
ヶ
控
并
留
書
共
」
よ
り 

天
明
二
年
の
本
郷
村
『
諸
事
書
上
ヶ
控
并
留
書
共
』
に
収
録
。
年
柄
が
悪
く
生
活
困
窮
の
折
、

祝
儀
愁
嘆
（
慶
事
弔
事
）
等
の
祝
儀
、
香
奠
、
振
舞
、
見
舞
に
つ
い
て
万
事
簡
略
に
す
る
と
い

う
村
の
申
し
合
わ
せ
を
控
え
た
も
の
。
江
戸
後
期
の
村
人
の
付
き
合
い
や
儀
礼
、
金
銭
の
や
り

取
り
も
分
か
る
。
ま
た
、
追
記
に
よ
り
、
そ
の
覚
が
ど
の
よ
う
な
形
で
家
々
に
周
知
さ
れ
た
か

が
分
か
る
。 

【
語
句
の
解
説
】 

覚
…
覚
書
。
記
憶
の
た
め
に
書
い
て
お
く
文
書
。 

 

娌
入
聟
入
（
よ
め
い
り
む
こ
い
り
）
…
婚
儀
。 

惣
而
（
す
べ
て
）
縁
組
等
…
夫
婦
の
ほ
か
養
子
、
養
女
な
ど
の
関
係
を
結
ぶ
こ
と
全
般
。 

斗
り
（
ば
か
り
）
…
許
、
計
と
も
。
そ
れ
だ
け
に
限
定
す
る
意
。
だ
け
。 

筈
（
は
ず
）
…
当
然
の
こ
と
。
道
理
。
わ
け
。 

其
外
（
そ
の
ほ
か
）
…
こ
こ
で
は
近
親
者
以
外
を
指
す
。 

初
客
…
こ
こ
で
は
見
知
ら
ぬ
客
の
意
味
で
は
な
く
、
嫁
い
だ
娘
が
主
人
か
ら
預
か
っ
た
土
産

を
持
っ
て
初
め
て
里
帰
り
す
る
儀
式
を
指
す
。 

振
舞
…
も
て
な
し
。
馳
走
。
饗
応
。 

一
汁
三
菜
…
食
膳
に
汁
の
ほ
か
膾
・
平
皿
・
焼
物
を
添
え
た
も
の
。
一
汁
五
菜
よ
り
簡
素
。 

一
汁
一
菜
…
一
汁
と
一
品
の
菜
と
の
食
事
。
粗
食
。 

伊
勢
参
宮
…
伊
勢
神
宮
に
参
拝
す
る
こ
と
。 

上
京
…
京
都
へ
行
く
こ
と
。
上
洛
。 

下
向
…
都
か
ら
地
方
へ
行
く
こ
と
。 

界
途
…
界
は
さ
か
い
、
境
界
。
途
は
道
、
道
路
。
道
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
区
域
の
意
か
。 

普
請
…
建
築
。
土
木
。
こ
こ
で
は
家
普
請
を
指
す
。 

棟
上
（
む
ね
あ
げ
）
…
家
を
建
て
る
と
き
、
柱
・
梁
な
ど
を
組
み
立
て
、
そ
の
上
に
棟
木
を
上

げ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
と
き
に
行
う
祝
い
の
儀
式
。 

七
夜
…
御
七
夜
（
お
し
ち
や
）。
子
供
が
生
ま
れ
て
七
日
目
の
祝
。 

重
之
内
（
じ
ゅ
う
の
う
ち
）
…
重
箱
に
入
れ
た
食
物
。 

疱
瘡
（
ほ
う
そ
う
）
…
天
然
痘
。
も
が
さ
。 

弥
（
い
よ
い
よ
）
…
確
か
に
。
ま
す
ま
す
。 

御
湯
（
み
ゆ
）
…
巫
女
が
神
前
で
熱
湯
に
笹
の
葉
を
ひ
た
し
て
身
に
ふ
り
か
け
祈
る
こ
と
。 

年
柄
（
と
し
が
ら
）
…
年
の
よ
う
す
。
性
質
。
状
況
。（
事
柄
、
場
所
柄
等
の
柄
に
同
じ
） 

如
此
（
か
く
の
ご
と
し
）
…
こ
の
よ
う
で
あ
る
。 

壱
囲
ツ
ゝ
…
囲
の
意
未
詳
。 

  


